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託送業務で知り得た情報の漏えいに係る報告徴収の報告について 

（電力・ガス取引監視等委員会からの報告徴収に対する報告） 
 
 

中部電力パワーグリッド株式会社（以下、中部電力パワーグリッド）が管理している中部電力ミラ

イズ株式会社（以下、中部電力ミライズ）以外の小売電気事業者とご契約されているお客さまの情報

（以下、新電力顧客情報）が、中部電力ミライズの従業員に閲覧可能となっていた事案が判明したた

め、中部電力パワーグリッドは 2023 年 1 月 27 日に電力・ガス取引監視等委員会（以下、電取委）か

ら託送業務で知り得た情報の漏えいにかかる報告徴収を受領いたしました。 

（2023 年 1 月 27 日お知らせ済み） 

 

これを受けて、中部電力パワーグリッドは、託送業務システムの 2022 年 11 月 20 日から 2023 年

1 月 20 日のアクセス実績の解析等の調査を実施し、事案発生の原因および再発防止策等を取りまと

め、本日電取委へ報告いたしました。 

また、このたびの調査で新たに判明した事案について、事実関係および再発防止策等を報告いたし

ました。 

詳細は別紙にて記載いたしますが、報告等の概要は以下の通りです。 

 

1  前回公表した事案に関する報告 

(1) 託送業務システムにおけるマスキング制限の不備関連 

2022 年 11 月 20 日から 2023 年 1 月 20 日のアクセス実績を解析したところ、追加でマスキング制

限の不備が判明したほか、新たにアクセス権限の設定不備があったことが分かりました。 

また、託送業務システムからデータを参照している中部電力ミライズのコールセンター支援システ

ムにおいて、新電力顧客情報の一部にマスキング不備があり、閲覧可能な状態になっていたことが分

かりました。 

この結果、中部電力ミライズの従業員および中部電力ミライズの委託先従業員 3,393 人が 85,783

件の契約（1 月 27 日に公表した 893 人、3,600 件を含む）を閲覧していたことを確認しました。 

 

  



 

(2) 中部電力パワーグリッド社員の ID・パスワードを使用した中部電力ミライズ社員による新電力

顧客情報の閲覧関連 

中部電力パワーグリッドが同社の全社員に対するアンケート調査および聞き取り調査を実施した

ところ、非常災害時を除いて、中部電力ミライズ社員に ID・パスワードを貸与した新たな事例は確認

されませんでした。 

 

2 新たに判明した事案 

最終保障供給契約および送配電買取 FIT 受給契約に関するアクセス権限の設定不備 

最終保障供給契約については中部電力パワーグリッドと需要者、送配電買取 FIT 受給契約について

は同社と発電事業者が直接契約する形態となっておりますが、これらの契約を管理している託送業務

システムのアクセス権限に設定不備がありました。この結果、最終保障契約の需要者情報 1,602 件と

送配電買取FIT受給契約の発電者情報7,335件が閲覧可能な状態になっていたことを確認いたしまし

た。 

 

これらの事案は、お客さま情報の漏えいと小売事業者間の公正な競争を阻害するおそれのあるもの

と重く受け止めており、改めて深くお詫び申し上げます。 

 

中部電力パワーグリッドは、コンプライアンス推進会議のもとに調査検討委員会を設置して、引き

続き、担当部署にとどまらない総合的な視点からの調査・検証を進めてまいります。そのうえで、実

効性のある再発防止策を策定・実施することで二度とこのような事態を引き起こすことのないように

努めてまいります。 

 

別紙  調査結果および再発防止策について 

以 上 



調査結果および再発防止策について

2023年2月10日

中部電力パワーグリッド株式会社

別 紙



お客さま契約数 3,600件
（マスキング不備）

85,783件（＋9）
新たに判明した事象（アクセス制限不備）

1/27
（前回報告）

2/10
（今回報告）

調査期間の延伸による
契約数の増

85,774件（＋64,983）
新たに判明した事象（マスキング不備）

20,791件（＋17,191）
前回報告と同事象（マスキング不備）

マスキング不備 アクセス制限不備

•新たに判明したマスキング不備

•中部電力ミライズコールセンター支援システムに
おける新電力顧客情報のマスキング不備

1 託送業務システムにおけるマスキング制限の
不備関連の調査結果（1）

（参考）その他のアクセス制限不備による実績（報告対象外）

・最終保障供給契約 1,602件

・送配電買取ＦＩＴ受給契約 7,335件

中部電力ミライズのアクセス実績

合計 94,720件
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項 目 前回報告 今回報告
（赤字は追加項目）

閲覧
可能な
お客さま
情報

需要家の
需要種別

低圧、高圧 低圧、高圧、特別高圧

情報の項目
お客さま名、託送契約種
別、契約電力、電話番
号、お客さま対応内容

お客さま名、託送契約種別、契約電力、電話番号、受付情
報、供給検討結果、お客さま対応内容、停電連絡先、
ネガワット情報

アクセス
実績

閲覧者
893名

中部電力ミライズ従業員：104人
委託先従業員：789人

3,393名
中部電力ミライズ従業員：883人
委託先従業員：2,510人

お客さま数 3,600件 85,783件

閲覧可能であった原因 マスキング不備 マスキング不備、アクセス制限不備

2 託送業務システムにおけるマスキング制限の
不備関連の調査結果（2）

・電話番号＋停電連絡先

・電話番号＋名前

・電話番号＋お客さま名＋
停電連絡先＋託送契約種別

46,238件

16,513件

22,002件

※1 調査期間：（前回） 2022/12/4～2022/12/10、（今回）2022/11/20～2023/1/20
※2 閲覧可能であった期間：2016/4/1～

※アクセス実績 上位3項目を記載
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3 託送業務システムにおける
マスキング制限の不備関連の原因・再発防止策

分類 再発防止策

共通事項

体制
・プロセス

当社、中部電力、委託会社に情報遮断運用の管理責任者を設置する

当社、中部電力ミライズ、中部電力、委託会社が託送業務システム保有データの情報遮断要否を一
元的に把握し共通認識を持つため、「整理表」「判定表」を作成する

中部電力ミライズによる既存のデータアクセス方法を「整理表」「判定表」に基づき点検、新たな方法で
アクセスする場合には同２表に基づき情報遮断を適切に実施させる

仕様作成
工 程

「整理表」「判定表」に基づき情報遮断要否を具体化し仕様書に反映、管理責任者が仕様書の記載
を確認する

設計
・テスト工程

当社の指示のもと情報遮断が適切に実施されていることを整理表・判定表を用いて当社、中部電力、
委託会社が確認、結果をレビュー結果報告書等へ記録する

運用工程
当社、中部電力、委託先の管理責任者が、委託作業において情報遮断が適切に実施されていること
をレビュー結果報告書等により定期的に確認する（月１回）

知識・意識
（従業員）

行為規制にかかる既存の教育を再実施する（済）

社長（ＣＣＯ）による全従業員へのメッセージを発信する（済）

既存の行為規制対応事例集を見直し、社員へ周知する

コンプラアンス推進活動の一環として小集団活動を実施する

原因

社内規程類において、業務で取り扱う情報遮断の対象について一部は指定していたが、具体的な情報まで指定してお
らず分かりづらい状態となっていたため、開発工程において、解釈の齟齬や仕様への反映誤りが発生した。また、情報閲
覧に対するモニタリング・管理ができていなかった。

Copyright © Chubu Electric Power Grid Co., Inc. All rights reserved.



分類 原因

システム
・体制

託送業務システムで利用するPC端末のブラウザ環境設定およびシステム起動用アプリケー
ションが当社と中部電力ミライズで共通のため、中部電力ミライズ社員が利用するPC端末か
ら当社社員のID・パスワードを用いてログインし、システムを利用することが可能であった。

知識・意識
（従業員）

ID・パスワードを他者に教えることにより、個人情報漏えいおよび行為規制違反等が発生し
うることの認識が不足していた。ID・パスワード管理の重要性に対する認識、意識が浸透して
いなかった。

4 当社社員のID・パスワードを使用した中部電力ミライズ
社員による新電力顧客情報の閲覧関連の発生原因
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分類 再発防止策

システム
・体制

中部電力ミライズ社員専用のシステム起動用アプリケーションを作成し、中部電力ミライズ
社員が利用するPC端末から当社社員のID・パスワードによるシステム利用を防止する。

知識・意識

ID・パスワード厳正管理について社員の意識向上を図るため、以下を実施する。

・情報管理教育等にID・パスワードの厳格管理に関する事項を追加

・コンプライアンス推進活動の一環として各職場で小集団活動を実施

5 当社社員のID・パスワードを使用した中部電力ミライズ
社員による新電力顧客情報の閲覧関連の再発防止策
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当社は、各事案にかかる再発防止策を進めていくことに加え、二度とこのような事態を引き起こすこ
とのないよう、担当部署にとどまらない総合的な視点からの検証により、対策の実効性を高めるため、
以下の体制をとることとする。

項 目 内 容

コンプライアンス
コンプライアンス推進会議のもとに託送業務システム調査検討委員会を立ち上げ、
再発防止策を検討するとともに遂行状況を検証

社内監査
「緊急点検報告書」におけるアクセスログ実績調査状況の監査に加え、再発防
止策の確実な実施を監査により確認

体制整備
社長以下、本社各室部門長・各支社長および所属長を責任者とする体制を構
築し、各部門・各職場の業務実態により即した行為規制の遵守体制を整備

6 総合的な再発防止策
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託送業務システム調査検討委員会

委員長 ： 取締役

構成員

オブザーバ

事務局

：

：
：

企画室長（リスク管理部署）

総務部長（情報管理・行為規制部署、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進会議事務局）
パワーグリッド営業部長（業務主管部署）

システム部長（システム主管部署）

考査グループ長（内部監査部署）
総務部 法務グループ

ア 委員会構成

○託送業務システム調査検討委員会の概要は以下のとおり

イ 委員会実施事項

・託送業務で知り得た情報漏えいの調査およびこれを踏まえた再発防止策の策定・精査・進捗確認
・上記の各結果のコンプライアンス推進会議への報告
・その他上記に付随、関連する必要な対応

コンプライアンス推進会議 議長：社長（ＣＣＯ）、弁護士等

報告 審議・指導

7 託送業務システム調査検討委員会の設置について(１)
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指導・助言

○中部電力コンプライアンス推進会議との連携

コンプライアンス推進体制

報告報告報告

調査検討委員会

中部電力パワーグリッド

報告

社内調査タスクフォース

中部電力ミライズ

審議・指導

コンプライアンス推進会議

議長：社長（ＣＣＯ）

コンプライアンス推進会議

取締役会取締役会ＨＤ

報告 審議・指導

〇事業会社各社（中部電力パワーグリッド、中部電力ミライズ）にて、関係する部署の責任者をメンバーとする社内調査体制を構築。
社外弁護士を委員に含む各コンプライアンス推進会議の助言等を受けながら原因調査および再発防止策を樹立。

〇中部電力、中部電力パワーグリッドおよび中部電力ミライズの３社で、本件にかかる「再発防止等合同検討会議」を設置し、情報
遮断を講じながら、再発防止対策等の妥当性、対応状況を確認。

議長：社長

議長：社長（ＣＣＯ）

コンプライアンス推進会議

再発防止等
合同検討会議
再発防止等
合同検討会議

議 長：中部電力社長
委 員：【中部電力】CCO、監査役、

社外監査役、社外弁護士
【中部電力パワーグリッド・中部電力ミライズ】

社長、実務担当部長
実施内容：本件にかかる再発防止策等の妥当性、

対応状況の確認。
HDコンプライアンス推進会議への報告

開催頻度：都度開催
（再発防止策のフォローアップ終了まで）

8 託送業務システム調査検討委員会の設置について(２)

中部電力

中部電力
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